
淡路島ぐるりんロード 
8 月 13 日（木） ～ 8 月 17 日（月） 

IN 諭鶴羽神社、国立淡路青少年交流の家、民宿『西田荘』 

 午前 午後 夜 

１日目 
淡路島に向けて出発 

ぐるりんスタート 
ぐるりんサイクル 

諭鶴羽山到着 

振り返り 

２日目 ぐるりんサイクル 
施設到着・昼寝 

レクリエーション① 
振り返り 

3 日目 レクリエーション大会② 
グループタイム 

野外炊飯 
振り返り 

4 日目 ぐるりんサイクル、民宿到着 BBQ、振り返り 

5 日目 ぐるりんサイクル 
淡路島を出発 

解散 
 

一日目： 快晴のもと淡路島一周チャレンジが始まりました。朝早くから各集合場所

より明石に集まり、5日間お世話になる自転車を借り、高速フェリー場へ向か

いました。そこから淡路島へ向かい、淡路島の港「岩屋港」前にて、自転車の

確認を行いました。初めは浮わついていた気持ちも走り始めると少し緊張され

たようです。日差しが照り付ける中ですが、かなり好調に進んでいました。予

定より早く洲本市内に入り、初日の難所、山越えに差し掛かりました。体力も

少なくなってきた中、ここぞと声掛けをし、皆で励まし合って進む姿はとても

立派でした。そしてついに初日のゴール『灘黒岩』に到着しました。疲れ果て

た表情には頑張った誇らしげな様子を感じられました。この日の宿泊先は【諭

鶴羽神社】です。入浴を済ませると、これから毎夜行う振り返りをしました。

5日目の目標を立て、それに向かってグループワークに取り組んでいきます。

就寝になると、あっという間に皆、休まれました。 

二日目： よほど疲れていたのでしょう。朝は起床を促さないと誰も起きてこられま

せんでした。身支度、片付け、朝食を済ませると、お世話になった諭鶴羽神社

の奉仕活動に取り組みました。汗をいっぱいかきながら、懸命に草引きを行い

ました。その後は出発です。本日のゴールは『国立淡路青少年交流の家』です。

急勾配な坂道にも負けず、一生懸命に漕がれていました。そして皆、無事に施

設に到着しました。ここでようやく折り返し地点です。お腹も減った事なので、

早速、食堂に向かい、いただきました。安心されたのでしょう、沢山の笑顔を

伺えました。昼食後は疲れた体を休めるために皆、お昼寝をしました。なかな

か寝付けない方はおられましたが、すぐに寝息が聞こえてきた方もおられまし

た。お昼寝の後は、屋内でレクリエーションを行いました。この勝敗の結果が

最終日に大いに影響してくるので、皆、一生懸命に取り組まれていました。全

て「協力」を必要とされるので、こちら側から促さずとも作戦会議を開いてい

ました。夜は昨日も行った振り返りです。より深く、詳細に、話し合いました。

時には涙することもありましたが、それでも向き合っている姿は立派でした。 

三日目： 朝食はキャンプ飯【パックドッグ】から始まりました。調理に慣れている

メンバーがおられたので、スムーズに進めることが出来ました。朝食後は、砂

浜でレクリエーションを行いました。「ビーチフラッグ」や「○人○脚」、「砂

山積み」などを協力しながら取り組みました。午後からはゆっくりグループタ

イムを取りました。昼寝をするグループや談笑を楽しむグループ、皆で遊んで

いるグループもおられました。夕飯は野外炊事です。【焼きそば】を作りまし

た。手際よく調理を進め、あっという間に美味しい焼きそばが完成しました。

比較的食の細い方が多かったのですが、この時はどのグループも完食されてい

ました。夜は振り返りです。三日目となると、グループメンバーの個性も分か

ってきており、声掛けや尋ね方などに思いやりが見えました。同時に各々の素

も見えてきて、揉めているグループもありました。明日は自転車後半戦です。

頑張りましょう！！ 

 

 

 



 

 

四日目： 朝早くから身支度や施設の清掃に忙しく始まりました。四日目となると、

皆素早く動かれ、分かれて作業を行い、予想以上の早さで終えることが出来ま

した。朝食を済ませると、昨夜まとめきれなかった振り返りを話し合い、出発

です。今日は淡路島の南側を回っていきます。途中、何度か丘がありましたが、

これまで様々な道を乗り越えてきたメンバーにとって、難なくクリアすること

が出来、笑顔の余裕も伺えました。最南端の道の駅にて昼食を食べると、残り

も後わずかです。誰一人へこたれる事なく、進まれていました。そして、最後

の宿泊先【西田荘】に到着しました。到着するとかき氷をいただきました。疲

れた体に冷たいかき氷は絶品で、皆から笑顔が溢れていました。少し休憩を挟

み、夕飯のBBQです。ちょうど夕陽が沈む絶好のタイミングで食べるお肉や

野菜は格別の味でした。この日の夜は焦ることなく、ゆっくりと過ごしました。

明日は最終日です。怪我、事故なく終わらせられるよう、しっかりと休みまし

ょう。 

五日目： ついにこの日がやってきました。目指すは明石海峡大橋、そして岩屋港！！

朝食をしっかりといただき、昨夜出来なかった振り返りをして、最後のグルー

プの目標を決めたらスタートです。どのグループも今まで一番真剣な眼差しで、

出発しました。相変わらず炎天下の照り付ける厳しい暑さですが、誰一人負け

ることなく必死に漕ぎ続けていました。今日の昼食は自分達で購入出来るので、

楽しそうにされていました。午後からの追い上げは素晴らしく、今までで一番

早く、スムーズに進んでいたと感じました。しかし、疲れが溜まっている事も

あり、ペースが落ちてきているメンバーもおられました。その時は、グループ

のメンバーが掛け声をし、なんとか繋げておられ、その光景にキャンプを通し

ての確実な成長が伺えました。残り僅かになり、目の前に明石海峡大橋が見え

ました。その時の嬉しさは格別な様子でした。そしてついに、出発地点の岩屋

港に帰ってきました。その時のメンバーの表情は喜びと疲れと嬉しさが交じり

あったなんとも言えないものでした。本当におめでとう！！そして、お疲れ様

でした。自転車を返却し、解散する際、どこか寂しそうな様子が垣間見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜キャンプ総括＞ 

 

昨年は一旦開催をお休みしましたが、催行を望まれるお声を沢山いただき、再開しました。

TOPが行うイベントで1、2を争う過酷な内容である当キャンプは、何故人気なのか考えると、や

はり「他では体験出来ない唯一無二の内容」だからだと思います。故にリピーターの皆さんの心

にしっかりと刻まれており、「また行きたい！！」と思っていただけるからだと考えています。淡路島

一周は決して容易ではありません。その困難を乗り越えた先に確かな成長を参加者ご本人が体

感し、分かっているからこそ、何度も参加したいと思われているのではないでしょうか？こうした

【圧倒的体験】を沢山企画、実施し、皆さんにお届けして参ります。。  （竹中 哲郎） 


